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■表紙のことば
　横須賀の菖蒲園にしばしば足を運ぶようになったのは、脳梗塞に倒れ
認知症も進み始めた母の心を慰めるためでした。５月下旬から７月上旬
にかけて、およそ412品種14万株のさまざまな美しい花菖蒲を楽しめる
日本庭園です。また、４月下旬から５月上旬には11品種約250本のそれ
は見事な藤の花の絶景を見る事もできます。他にも梅、桜、シャクナゲ、
牡丹、紫陽花など、季節ごとに花のある日本庭園の景色を楽しめます。
園内にはレストランもあり、ランチタイムにはシラスの釜揚げ丼とソフ
トクリームがお勧めです。地元の方の手作りパンやスイーツ販売コーナー
もあります。一見の価値ありなのでぜひ一度訪れてみてください。
 （馬場直子）

●編集委員長になり２年目、先生方のご協力に心から感謝致します。委員会はWebでも何とか事足りるこ
ともわかりｗithコロナのスタイルにずいぶん慣れました。最近ようやく委員会や講演会に現地参加しまし
たが、マスクごしでは先生方のお顔が瞬時に判別しづらく声もかけづらいと感じました。マスクなしで先
生方と自由にお話できる日がいつか戻ってくるのか……心配です。 （高橋さなみ）
●コロナ禍以来皮膚科医としては「濃厚接触」は避け難く、マスクにアイシールドと患者さんには症状を
見せる時以外はマスクを外さず、外す際には会話を控えていただくようお願いする日々。小言は控えたく
も難しいケースも少なくありません。自分が罹患した時の影響を考えるといたし方ありません。更に「サ
ル痘」なるものも懸念されています。早期の収束を願うばかりです。 （天野隆文）
●約２年半のコロナ禍で私達の生活は大分変わりました。代表的なものはIT化です。私は2020年に編集委
員を拝命致しましたが、会議は全てZoomでした。ダーウィンの名言に「生き残る種とは最も強いものでも
知的なものでもなく変化に適応したものである」とあります。ITが苦手とは言っていられず努力したいと
思います。 （江川ゆり）
●一昨年と去年の夏は、窓を開け放ち、エアコンの効きが悪い中、扇風機を何台も回しながら診察をしま
した。今年の夏も暑くなりそうです。 （岡澤ひろみ）
●開業したての頃、診察時間外に２週間に１回程度診察していた中学生がいました。先日、母親が来院され、

「時間外の診察を本人が強烈に覚えていて、今は医学部５年生です」と教えてくださいました。忙しい診察
中にほっとする喜ばしい一コマであると同時に日々の診療を大切にしようと再認識しました。 （加藤正幸）
●東日本大震災の時にはLEDライト、新型コロナパンデミックではオンラインシステムが、大きな助けに
なった技術といえるでしょう。今回おきた世界平和の危機に際しては、画期的な新技術ではなく、一部権
力者の横暴を許さない強い気持ち、支援の手を差し伸べている世界中の人々の心・行動こそが人類の叡智
として最大の防波堤となっています。 （河原由恵）
●先週から隔週で、オプジーボの治療に入りました。自己負担月24万円の治療なので、主治医に期待して
いると話したら、余り期待するなと云われました。それでも前を向いて暮らしたいと思っています。
 （小島雅彦）
●未だに混沌とした毎日が続いていますが、自分個人として継続しているものがあります。それは学会発
表ですが、皮膚科学会総会は12回、臨床皮膚科医会総会は６回連続して発表しています。これは世の中の
状況がどうであろうと継続していきたいと思います。 （鈴木　琢）
●令和４年４月以降少しずつ社会活動が再開されてきました。大人も子どもも外出して交流できるように
なり、皆さん嬉しそうです。久しぶりにリアル開催の委員会に出席しましたが、面倒なはずが、案外楽しかっ
たです。 （根岸　晶）
●まさか選んでいただけるとは夢にも思ってもいなかった菖蒲園の写真を表紙に使っていただき、とても
嬉しいです。20年以上前に、今は亡き父が描いた開港記念館の絵と、油壺のヨットの絵以来でした。
 （馬場直子）
●最近ゴルフコースに誘われ、25年ぶりに行ってきました。スコアはもちろん散々。そしてクラブが進化
していました。３番アイアンは絶滅？　ユーティリティーって何ですか。 （眞鍋泰明）
●昔は野良犬が街中を歩いていた記憶があります。私が幼稚園生だったある日、一人で家に歩いて帰る途中、
一匹の犬に追いかけられました。大慌てで必死に走って何とか家に着き「助かった」とほっとしたのも束
の間、大事に持っていた袋から飴を全て落としていました。小さな悲しい思い出です。それから私にとっ
て犬は怖い存在でした。でも今では可愛い存在です。 （山川有子）
●職場にステーションがあった電動ミニカー『チョイモビヨコハマ』のサービスが昨年終わりました。入
れ替わるように、いつの間にかシェアリング電動キックボードがあっちこっちに置かれています。楽しそ
うなんだけど、倒けたら前腕が折れるだろうな。未だ、借りる勇気が湧きません。 （渡邊　憲）
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